
2 - 1 中央でバランスの取れるタイトルは作りやすいです

次に、方眼紙のように文字と同じ数の正方形のグリッ
ドを描きます。後で消せるように鉛筆で描くのが基本
ですが、いつでも使えるようコンピューターで作って
おくのも便利です。これも基本として中揃え（センター
合わせ）にしていますが、「かぜ」のイメージから右上
がりのロゴにする可能性を考えて、右揃えのグリッド
にしても良いかもしれません。グリッドを使わない方
法ももちろんあるのですが、バランスを取るのが難し
いので今回はグリッドを使用します。

それぞれのグリッドの中に文字を書きこんでいきま
す。前項でたくさん書いたスケッチから、作品のイメー
ジやコンセプトに合ったものを選んで書きましょう。
書きこんだ線は後ほどスキャニングして使用し、後々
のベースになります。意識して書くようにしましょう。

書きこんだ線は後で太らせる、細らせるなどの加工を
していくため、あまりにも文字同士が近づきすぎてい
たり、小さすぎたりしないように気を付けましょう。加
工しても別の文字にくっついてしまわないだけのス
ペースを確保しておく必要があります。例えば濁点な
どに要注意。

このような感じです。今回はあとから太らせるやり方
なので線を細く書いていますが、最初から輪郭をト
レースするやり方の場合は、この段階で完成形に近い
シルエットになっている必要があります。
輪郭をトレースするやり方については誌面の都合上、
こちらで説明ができないのですが、ラフの段階でほぼ
完成に近い形を作るという点で、難度の高いものと捉
えてください。

ちなみに僕は最近あまりグリッドを使わないです

ただ、クリアな線を書く必要は無いです

注意する理由は後になってよくわかります

まずは基本形ということで

何かに似てる！とかそういうことを言わないように

１行の文字数が多い場合はタテ、少ないとヨコ
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決まった配置パターンに合わせて、改めて文字を書き
ます。前項でさまざまなパターンを試しましたが、「は
るかぜ」はたった4文字なので改行の必要はなく、「グ
ローイング」というカタカナの文字列も途中で改行し
にくいため、ここでは「横2行」を選んでみました。

こういった“切りやすさ”は文字数に大きく影響されま
す。もしタイトルが「はるかグローイング」だったら、は
るか／グロー／イングのように、3・3・3で収めても
良さそうです。まず単語の境目で切り、次に文字数が
等分になるように切るのが基本です。しかし複数の言
葉の組み合わせでひとつの単語になっているものや、
長音などの記号（約物）がふくまれている場合など例
外もたくさんあるので要注意です。『ご注文はうさぎ
ですか？』だと、２列目の文字数が１文字足りないの
で、ここに英字を入れてバランスを取っています。

ひとつひとつの文字について縦横の比率を意識しま
しょう。今回の「はるかぜグローイング」はオーソ
ドックスな文字列なので、仕上がりが正方形になる
ように等倍角（縦1：横1）で作ってみましょう。どこ
に置いてもマッチしやすく、もっともスタンダードな
つくりです。

たくさん書いたスケッチから、作品コンセプトやテーマに近いものを選んで、最終的な完成
形をイメージしつつラフを起こします。前項で把握した作品のイメージやコンセプトをよく
理解して、その反映を心がけることが大切です。

ラフをまとめる
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◯の付いている辺りの空間を
十分に取るようにしましょう
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